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下記のとおり研究経過を報告します。

研究テーマ 低温光共振器を用いた超高安定化光源の開発

研究経過報告

我々が開発している光共振器において,日 標の安定度を達成する為に

は,東京での地面振動を～lHzという低周波数帯で1桁程度低減できる

防振系システムが必須である そこで我々は,能動防振装置(HexaDOd)

の開発を行っている.このHexapodの上に光共振器を乗せる事で,振動
による共振器の長さ変動を防ぎ,レーザーの周波数安定度を向上させる
のである 現在までに,振動を感知する速度計(Geophone)の 性能評価
と,Hexapodの 設計,及び性能評価のための数値解析を行つた.

Geophoneの性能評価においては,小型のGeophone2台を用いてその

差分をとり,ノイズレベルが十分に小さい事を確認した(別紙図1参照).

また,Hexapodの 全体像は別紙図2のようになっており,有限要素解析に

よつて防振性能と耐久性双方に優れた最適設計を探つている

今後はこの解析によって決まった設計でHexapodを 制作し,Hexapodの

制御システムの開発,及び地面振動の1桁低減を目指す

また,我々は新型アクチュエータの開発も行つた.重力波望遠鏡のレー

ザー干渉計の制御システムでは,非接触アクチュエータが必須となる
が,従来のアクチュエータでは磁場からのノイズや,駆動力の小ささが問

題視されていた.そこで我々は,新しいアクチュエータ:コイルーコイル ア

クチュエータを開発した。
このアクチュエータは,向 かい合うコイルに働く誘導起電力を用いて対

上記の通り相違あり


